
















































　一昨年の当誌では、3 年生を対象とした『e ビジネス論』の講義を題材とした、先々 IT 企画力を担う人材を育成するための試
みについて寄稿した。その試みは、その後も継続しており、来年の当誌では是非その 3 年間の成果について報告することとしたい
が、今回は、小職の担当するもう一つの講義である 1 年生を対象とした『情報社会と経済』での IT 企画力育成の試みについて報
告したい。








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































82 『情報社会と経済』を題材とした IT 企画力育成の試み
新しいアイディアを産み出したり，仕事を効率よく
回したりする「最強のチーム」を作るには，互いに連
携を取り，協力し，より良い成果を上げる仕組み，チー
ムとしてのコラボレーションの仕組みが重要であり，
それが価値を産む。そのためにも，仲間の存在が不可
欠であり，互いの考えや意見に相違のある時，どうやっ
てそれを相手に納得させ，両者がお互いに満足する結
果を得ることができるか，それが社会人人生の中で最
も身に着けるべきスキルだと思う。
いずれにしても，今の講義形式で言葉だけでそれを
教えていくのは困難であり，学生の理解も芳しくない。
これからは一般の講義でもゼミ形式の学生との双方向
でのやり取りや，いわゆるアクティヴラーニングのや
り方を積極的に取り入れ，より実践的な講義スタイル
にしていくことが重要である。それが企画力の育成に
は繋がるだろう。50名を超える学生を相手に，一人の
教員で実施する講義でそれをどう実践することができ
るか，来年度以降もこの課題と向き合って，講義を進
めたい。
幸いにも，来年度の3年生対象の『eビジネス論』は，
昨年1年生の時に『情報社会と経済』の講義を受講し
た学生が1年半の時を経て，参加するはずである。1年
半前のレポート提出の経験がどう役立ったかを『eビ
ジネス論』の「eビジネスを企画しよう！」でどう実
践してくれるか，その成果はあったのか，来年度の講
義が今から待ち遠しい。
